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特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
北区浮間三―一一―二六　電話(３５５８)５５８３


新特養の今後の予定について
説明会・報告（四月二十六日）
　当日は、二十二名のご家族の参加がありました。

まず、北区健康福祉部健康福祉課の課長さんから、
①旧北園小学校跡地の特別養護老人ホーム及び認可保育
所の整備・運営事業所が「社会福祉法人東京都福祉事
業協会」に決定しました。
・敷地面積　約三、九○○㎡
・整備規模　特別養護老人ホーム　一六○床

（特養ユニット型一○四床程度、多床室四○床程度、ショートステイ十六床程度）
認可保育所定員　一○○名程度

・構造　鉄筋コンクリート造　地上五階建を予定

②今後の予定
・平成二十六年七月、東京都に補助計画書、補助協議書提出。
・平成二十七年六月、東京都補助内示、着工準備。
・平成二十九年四月、特別養護老人ホーム・認可保育所開設。

③（参考）区営シルバーピアの計画概要
・敷地面積　約三、二○○㎡

・供給戸数　七十五戸（三五㎡／戸、１ＤＫタイプ）

・構造　鉄筋コンクリート造　地上五階建を予定

次に、法人本部から（前記以外の補足説明）

・在宅サービス（通所介護、認知症型通所介護、訪問介護、居
宅介護支援）の継続。

・地域包括支援センターは、担当地区制で、北区からの委託事
業のため、区と調整を図って進める。

・高齢者住宅シルバーピアのライフサポートアドバイザー業務（委託事業）
・開設の平成二十九年は、当法人の百周年目になります。記念の事業として法人の総力を挙げて取り組んでまいります。
ご家族からの質問、意見として、

○さくら荘に居る人みんな、新しい特養へ行けるんですか？
●もちろんです。職員も一緒に行きます。
○現在多床室が六○床で、新しい所は四○床。どのように調整するのですか？

●希望を伺う等考えていますが、まだ検討中です。

○多床の料金と、ユニット（個室）の料金はどれくらいちがいますか？

●負担減額で違ってきますが、個室代が月約三万円程高くなるでしょうか。
○さくら荘に入所する前の施設は、新設で良いなあと思ったのですが、職員さんがドンドン変わって、落ち着かない感じでした。職員の採用計画、職員教育・研修は大丈夫でしょうか？

●ご指摘の通り、一番大切なことと認識しています。今から職員の（ユニット型の）見学や研修などを進めます。
○防災等の災害対策は大丈夫ですか？

●社会福祉法人の使命として、利用者だけでなく地域住民の方の避難も想定して備蓄等をしていきたいと計画しています。また継続的に見直しを行っていきます。

＊随時「説明会」を開催予定です。ご参加お願いします。

四月の出来事
★新しいクラブ（ナツメロクラブ）のスタート
　三月の家族会時、「童謡クラブ」のボランティア（Ｍさん）の転居のため中止のお知らせをしたところ、「自分の知り合いの方でハーモニカが好きで、ボランティア活動をしたいと言う方を知っています。声をかけてみます。」と家族会の会長さんがＫさんをご紹介下さいました。
　
「十二才の頃からハーモニカを吹いています。一時期、ハーモニカの楽団に所属していた時があります。楽譜があれば吹けます。」と自己紹介の通り、お手製の楽譜からたくさんのナツメロを演奏して下さいます。約一時間、ハーモニカを吹き続けるＫさんは八十三才！どうぞよろしくお願いいたします。
★俳句クラブの再スタート（予告）
ほぼ休部状態だった俳句クラブ。「私の知り合いの方で俳句が好きで、ボランティア活動をしたいと言う方を知っています。声をかけてみます。」と施設長がＵさんをご紹介下さいました。五月十五日（木）午後二時三十分～　投句お願いします。
指おりて　ことばさがしの　五月晴れ　　Ｏ生活相談員
入所のお知らせ　　　　　　Ａ　・　Ｙ　さん
Ａさんは、八十三才。ご自宅から入所されました。

「どうすればいいの。」と、入所されたばかりの不安の真っただ中の日々を過ごされています。そこに先輩入所者の方が、優しく関わって下さっています。たぶんＡさんのお人柄がそういう関係を作っているのでしょうね。ゆっくり慣れて下さいね。Ａさんの不安が無くなるように、みんなで笑顔でお話をしていきます。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
退所のお知らせ　　　　　　Ｓ　・　Ｓ　さん
Ｓさんは、さくら荘で約六年半程を過ごされました。その前はデイサービスやショートステイをご利用頂き、「サンキューベリーマッチ！」と多くの職員を育てていただきました。だんだんに発語も少なくなり、職員には瞬きでその日の気分を知らせておられましたが、週三回程は面会に来て下さる娘さんとは、気持ちを通わされていていました。

高熱を出され、すぐに帰られる入院だと思っていましたが、薬石効なくお亡くなりになりました。心からのご冥福をお祈りいたします。（享年八十九才）
Ｎ　・　Ｅ　さん
Ｎさんは九十四才で、さくら荘での五カ月程を過ごされました。その間一か月の入院をされ、「積極的な治療を望まない。」との自己選択をされ、退院されました。九十五才の誕生日のその日、朝食を済ませベッドに戻り、最期までしっかりと会話をされて、そっと旅立たれました。

「年寄りを甘やかしてはダメよ。際限なく甘えてくるからね。できるだけ自分のことは自分でやらせるの。それが生きがいなのよ。」と機会あるごとに職員の対応について話しておられました。高齢者の気持ちを代弁して下さっていると勉強になりました。
心からのご冥福をお祈りいたします。（享年九十五才）


★お知らせ　五月二十四日（土）


・家族会定例会　午後一時三十分～　四階サンルーム


　・初夏のクラッシックコンサート


　　　　　　　　　　　午後二時三十分～　二階フロア


　　～プロの演奏家の方達による楽しいコンサートです。


　　　多くのご家族の方の参加をお待ちしています。～








